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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

共済制度の普及と秋の新署名への協力
を訴える保団連・住江会長＝９月６日、
ホテルベイタワー　　　　　　　　　

和田氏の解説を聞く参加者＝８月
３日、千里ライフセンター　　　

講
演
す
る
西
岡
氏
＝
８
月

24
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル 　

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

40
人　

講
師　

 

永
瀬
佳
孝
氏
（
森
之
宮
医
療
大
学
大
学
院
保
健
医
療

学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

歯
科
診
療
に
役
立
つ
口
腔
解
剖
学
の
基
礎

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

井
川
博
幸
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

税
務
講
習
会
（
医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催
）

相
続
税
・
贈
与
税
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

10
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午 

会
場　

 

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
会
議
室
（
保
険
医
ま
つ
り
会

場
隣
）。
地
下
鉄
「
堺
筋
本
町
」
駅
の
12
番
出
口
か

ら
徒
歩
６
分

講
師　

 

樋
口
鎮
央
氏
（
和
田
精
密
歯
研
㈱
常
務
取
締
役
）

報
告
者　

中
島
勇
人
氏
（
東
成
区
開
業
）　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
用
い
た
歯
冠
修
復
―
成
功
の
ポ

イ
ン
ト 日

時　

９
月
28
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
現
地
集
合
）

会
場　

 

大
山
崎
山
荘
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
、
阪
急
大
山
崎

駅
徒
歩
10
分
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
は
入
館
無
料

定
員　

30
人

内
容　

 

モ
ネ
の
名
作
「
睡
蓮
」
ほ
か
、
絵
画
や
陶
磁
器
な
ど

の
展
示
を
見
学
し
ま
す

※
終
了
後
、
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
）
有
り
。
希
望
者
の
み

三
島
地
区
文
化
企
画

大
山
崎
山
荘
美
術
館
で
ア
ー
ト
な
お
散
歩

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
千
円

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

定
員　

１
０
０
人

※
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

個
別
指
導
対
策
講
習
会

電
算
・
生
保
改
悪
で
個
別
指
導
は
ど
う
変
わ
る
か

日
時　

10
月
13
日
（
月
・
祝
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

集
合　

泉
北
高
速
「
深
井
」
駅
改
札
前　

10
時
30
分

コ
ー
ス　

 

深
井
駅
↓
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
↓
百
舌
鳥
八
幡
宮
↓

御
陵
山
古
墳
↓
い
た
す
け
古
墳
↓
百
舌
鳥
駅

※
終
了
後
、
有
志
で
懇
親
会
を
行
い
ま
す

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
文
化
企
画

堺
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　

最
近
の
私
の
趣
味
と
言
え

ば
、
登
山
で
あ
る
。
い
ま
、

流
行
の
『
山
ガ
ー
ル
』
を
し

て
い
る
。
山
友
達
は
、
診
療

所
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
仲
間
だ
っ

た
り
す
る
。
葛
城
山
や
六
甲

山
の
様
な
身
近
な
山
か
ら
、

標
高
３
千
㍍
超
の
高
山
と
様

々
な
山
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

急
登
、
岩
場
を
登
っ
て
い

る
と
、
ほ
と
ん
ど
何
も
考
え

　

保
険
医
年
金
と
休
業
保
障

の
制
度
運
営
の
報
告
と
加
入

者
の
親
睦
を
目
的
に
、
第
15

回
「
共
済
加
入
者
の
つ
ど

い
」
が
６
日
、
大
阪
市
内
で

開
か
れ
た
。
共
済
に
加
入
す

る
歯
科
・
医
科
会
員
・
家
族

な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。

　

協
会
か
ら
は
、
貴
島
正
彦

副
理
事
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
。
安
倍
政
権
が
進
め
る
社

会
保
障
改
悪
に
つ
い
て
、

「
憲
法
25
条
を
変
質
さ
せ
る

も
の
」
と
批
判

し
、
国
民
医
療

を
守
る
協
会
運

動
の
意
義
や
共

済
の
役
割
を
訴

え
た
。

　

下
井
戸
昭
介

副
理
事
長
（
共

済
部
長
）
は
、

歯
科
の
共
済
制

度
の
現
状
を
報

告
。
年
金
普
及

活
動
の
結
果
や

休
業
保
障
の
給
付
状
況
な
ど

を
説
明
し
た
。

　

二
部
の
懇
親
会
冒
頭
で
あ

い
さ
つ
し
た
保
団
連
の
住
江

憲
勇
会
長
は
、
医
療
改
悪
反

対
を
求
め
て
、
９
月
か
ら
全

国
で
取
り
組
む
保
団
連
の
新

ス
の
一
歩
ふ
み
こ
ん
だ
お
も

て
な
し
〜
」
を
開
催
し
、
70

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
客
室
乗
務
員
西
岡
ひ

と
み
氏
。

　

接
客
業
の
基
本
に
つ
い
て

「
多
く
の
人
と
接
し
な
が
ら

働
く
と
い
う
こ
と
は
、
仲
間

（
同
僚
）
を
知
り
、
お
客
様

　

臨
床
・
学
術
部
は
８
月
24

日
、
接
遇
講
習
会
「
心
通
わ

す
接
遇
〜
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

（
患
者
）
を
知
り
、
自
分
を

知
る
事
で
あ
る
」
と
語
っ
た

西
岡
氏
。
第
一
印
象
で
は

「
身
だ
し
な
み
」、「
笑
顔
」、

「
態
度
」
が
重
要
と
強
調
。

「
挨
拶
は
い
つ
で
も
、
誰
に

で
も
、
相
手
の
目
を
み
て
、

明
る
く
大
き
な
声
で
す
る
こ

と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

電
話
対
応
や
ク
レ
ー
ム
対

応
の
ポ
イ
ン
ト
を
長
年
の
接

客
経
験
を
交
え
て
紹
介
。
ク

レ
ー
ム
対
応
で
は
、「
対
応

次
第
で
は
ク
レ
ー
マ
ー
を
フ

ァ
ン
に
変
え
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ

ン
ス
」
と
語
り
、
▽
最
初
の

３
分
間
は
相
手
の
話
を
よ
く

聞
く
、
▽
あ
い
づ
ち
を
う
つ

の
は
話
の
中
の
40
〜
50
％
に

と
ど
め
る
、
▽
ク
レ
ー
ム
を

恐
れ
な
い
こ
と
―
な
ど
と
ア

ド
バ
イ
ス
。
院
内
や
同
僚
か

ら
は
得
難
い
改
善
点
に
気
が

付
け
る
と
述
べ
た
。

　

北
大
阪
地
区
は
８
月

３
日
、「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
千
里
ラ
イ
フ
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催

し
、
24
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
、
和
田
精

密
歯
研
の
歯
科
技
工
士

の
和
田
鎮
央
氏
。

　

和
田
氏
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
特
徴
と
し

て
、
▽
保
険
適
用
の
た

み
を
確
保
④
必
ず
レ
ジ
ン
系

の
セ
メ
ン
ト
を
使
用
―
を
挙

げ
た
。
印
象
は
局
部
よ
り
フ

ル
マ
ウ
ス
で
採
っ
た
方
が
良

い
こ
と
や
、
材
料
は
シ
リ
コ

ン
系
が
望
ま
し
い
こ
と
な
ど

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

 

（
吹
田
市
・
筒
井
潔
）

め
患
者
負
担
が
少
な
い
、
▽

審
美
性
、
生
体
親
和
性
に
優

れ
る
、
▽
品
質
、
材
料
価
格

の
安
定
性
―
な
ど
を
紹
介
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
成
功

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
切

端
隅
角
を
丸
め
る
②
適
切
な

マ
ー
ジ
ン
形
成
③
適
切
な
厚

た
め
の
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ア
で

担
い
で
い
る
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
と
登

山
の
関
わ
り
は
、
小
学
３
年

生
の
時
に
父
に
連
れ
ら
れ
登

っ
た
富
士
山
で
あ
る
。
父
は

登
山
好
き
で
あ
っ
た
が
、
今

に
し
て
思
え
ば
、
子
連
れ
は

結
構
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
と

思
う
。
も
っ
と
も
、
何
も
考

山
登
り
に
行
く
親
を
横
目
に

見
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
興
味

が
な
い
ら
し
い
（
下
山
後
の

温
泉
に
は
行
っ
て
み
た
い
ら

し
い
が
…
）。
そ
う
だ
ろ

え
ず
に
連
れ
て
登
っ
て
い

た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な

い
が
。
富
士
山
は
暑
く
、

登
頂
は
大
変
だ
っ
た
け
れ

ど
も
、
い
ま
だ
に
記
憶
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
思
え

ば
、
有
意
義
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
学
校
が
企
画

す
る
登
山
な
ど
も
あ
っ
た

が
、
つ
い
に
自
分
か
ら
す

す
ん
で
登
山
し
よ
う
な
ど

と
思
う
こ
と
も
な
く
卒
業

に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

山
へ
同
行
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
二
十
代
の
娘
さ
ん
も

う
。
私
も
二
十
代
の
頃
は
、

将
来
、
自
分
が
す
き
好
ん
で

登
山
を
し
て
い
る
姿
な
ど
露

ほ
ど
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の

だ
か
ら
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
、
人
間

ど
ん
な
心
境
の
変
化
が
あ
る

か
、
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

今
後
、
ま
だ
ま
だ
変
化
し

な
が
ら
年
を
重
ね
て
い
く
の

だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
の
姿
が

今
の
自
分
に
は
ま
っ
た
く
理

解
で
き
そ
う
に
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
も
ま
た
人

生
の
楽
し
み
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

下
井
戸
先
生
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
中

山
宗
先
生
（
堺
市
）
で
す
。

ら
れ
な
く
な
る
の
か
、
下
山

し
て
く
る
人
と
す
れ
違
い
な

が
ら
「
皆
、
何
を
し
に
登
っ

て
い
る
の
か
な
？
」
な
ど

と
、
自
分
を
棚
に
上
げ
な
が

ら
そ
ん
な
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
下
山
す
る
と

苦
し
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ

て
、
次
は
ど
の
山
に
登
ろ
う

か
…
、
な
ど
と
懲
り
も
せ
ず

に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

山
に
行
く
と
様
々
な
年
代

の
人
が
登
山
を
楽
し
ん
で
い

る
が
、
ち
ら
ほ
ら
と
目
に
つ

く
の
が
親
子
連
れ
で
あ
る
。

低
山
は
も
と
よ
り
、
か
な
り

嶮
し
い
山
で
も
、
１
〜
２
歳

の
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
を
見
か
け

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
た

場
合
は
、
親
が
子
を
背
負
う

臨床・学術部

第一印象が大切
JAL乗務員迎え接遇学ぶ

北
大
阪
地
区

第
15
回
共
済
の
つ
ど
い
に
１
５
０
人

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
講
習
会
開
く

再
開
の
休
保
、更
な
る
普
及
を

296

絵　藤田　進 （河内長野市）

年を重ねる楽しみ
下井戸さよ（高石市）

署
名
へ
の
協
力
と
共
済
制
度

の
普
及
を
呼
び
か
け
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
モ
リ

　

エ
ン
ド　

カ
フ
ェ
」
が
多

彩
な
楽
曲
を
披
露
し
、
つ
ど

い
を
盛
り
上
げ
た
。


